
一般情報

Description
Hs 611.Tは、48歳の白人女性のリンパ節から樹立されたヒト古典型ホジキンリンパ腫（cHL）細胞株である。この細胞株は、cHLの最も一般的な亜型の一つである、T細胞を多く含む結節性硬化型ホジキンリンパ腫に由来する。 Hs 611.Tは、リンパ芽球様形態を示しながら浮遊培養で増殖する。ホジキンリンパ腫由来の細胞株は、腫瘍塊内の悪性ホジキン・リード・シュテルンベルグ（HRS）細胞が希少であるため比較的まれであるが、Hs 611.TはcHLの生物学的特性を解明するための貴重なin vitroモデルを提供する。

Hs 611.Tは、HRS細胞のシグナル伝達、NF-κB経路の活性、JAK-STAT経路の調節、表面抗原の発現（CD30、CD15、 CD25）の発現、およびブレントキシマブ・ベドチン（抗CD30 ADC）などのホジキンリンパ腫を対象とした治療法に対する反応など、ホジキンリンパ腫の研究に幅広く適用可能です。 また、この細胞株は、T細胞の抑制、サイトカイン分泌、およびcHLに特徴的な腫瘍微小環境との相互作用を評価する免疫学的アッセイにも使用されています。BSL-2に分類される細胞株であるため、適切な封じ込め対策が必要です。

Organism 人間

Tissue リンパ節

Disease ホジキンリンパ腫

Metastatic site リンパ節

Applications ホジキンリンパ腫の研究；NF-κBおよびJAK-STAT経路に関する研究；CD30/CD15/CD25の発現測定；ブレントキシマブ・ベドチンの有効性に関する研究；腫瘍微小環境；免疫療法の研究

Synonyms Hs-611-T、Hs611T、HS611T

特徴

Age 48年

Gender 女性

Ethnicity 白人

Morphology リンパ芽球様

Cell type Bリンパ芽球

Growth
properties

サスペンション

規制データ

Citation Hs 611.T（Cytion カタログ番号 305915）

Biosafety level 1

NCBI_TaxID 9606
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CellosaurusAccession CVCL_0823

生体分子データ

ハンドリング

Culture
Medium

DMEM、w：4.5g/Lグルコース、w：4mM L-グルタミン、w：3.7g/L NaHCO3、w：1.0mMピルビン酸ナトリウム（Cytion品番820300a）

Supplements 培地に10% FBSを加える

Dissociation
Reagent

なし

Doubling time 約24～48時間

Subculturing 培養液を、あらかじめ温めておいた新鮮な完全培地で、3～5 × 10⁵ 細胞/ml に希釈します。培地の交換が必要な場合は、遠心分離（300×g、5分）を行うことができます。最適な密度を維持するため、継代前に生存細胞数を測定してください。酵素による細胞の分散処理は必要ありません。

Split ratio 1～3

Seeding
density

2～4 × 10⁵ 細胞/ml

Fluid renewal 2～3日ごと

Freeze
medium

凍結保存培地としては、解凍後の生存率を十分に高めるため、完全増殖培地＋10％DMSOを使用している。
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Thawing and
Culturing Cells 1. 輸送中の最適温度を維持するため、細胞はドライアイスで輸送される。

2. 凍結バイアルを受け取ったら、細胞の完全性を保つために-150℃以下で直ちに保存するか、直ちに培養が必要な場合はステップ3に進む。

3. 直ちに培養する場合は、バイアルを清浄な水と抗菌剤を入れた37℃のウォーターバスに浸し、小さな氷の塊が残るまで40～60秒間静かに撹拌して速やかに融解する。

4. 凍結バイアルを開封する前に70％エタノールで消毒する。

5. 消毒したバイアルを注意深く開け、細胞懸濁液を8mlの室温培養液を入れた15ml遠心チューブに移し、穏やかに混ぜる。

6. 混合物を200 x gで5分間遠心し、凍結培地を含む上清を注意深く捨てる。

7. 解凍後の回収に記載されている手順に従う。

Incubation
Atmosphere 37℃、5%CO2、加湿雰囲気。

Shipping
Conditions 凍結保存された細胞株は、輸送中約-78℃を維持するのに十分な保冷剤とともに、有効な断熱包装でドライアイスとともに輸送される。受領後、直ちに容器を検査し、遅滞なくバイアルを適切な保管場所に移してください。

Storage
Conditions 長期保存の場合、バイアルを-150～-196℃の気相液体窒素に入れる。80℃での保存は、液体窒素に移す前の短い暫定措置としてのみ許容される。

品質管理および分子分析
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